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船　舶　給　水　栓　設　置　工
数　量　集　計　表



船舶給水栓設置工
上段
下段

資材費 №1

工　　種 規　　格 計　　算　　式 単位 数　　量

【PPφ50】

異種管接手 MD-V-K （1+1）×4 8

D75×V50 4箇所

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管金属継手 鋼管用おねじ付ｿｹｯﾄ JWWA B 116 （1+1）×4 8

呼び径50mm 4箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 水道用二層管 1種(軟質) （0.823+0.836）×4 6.6
呼び径50mm JIS K 6762 4箇所

水抜栓 50A 1600H 1×4 4

4箇所

マンホール鋳鉄蓋 JIS型（平受） 1×4 4

φ600mm T-25 4箇所

台座 PB25A350 1×4 4

4箇所

防護蓋 BH-T25A350VE 1×4 4

4箇所
ケ

：当初設計
：
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船舶給水栓設置工
上段
下段

労力費 №1

工　　種 規　　格 計　　算　　式 単位 数　　量
メカニカル継手 設置(1.0) Ф75mm以下 離脱防

止継手を使用する 30%割増 特殊
押輪を使用しない 耐震型補強金
具を使用しない 補正無し 加算し
ない

（1+1）×4
異種管接手　4箇所 口 8

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)
布設工

設置(1.0) Ф50mm 加算しない （1+1）×4
異種管接手　4箇所 口 8

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(継手
工)

設置(1.0) Ф50mm 加算しない （1+1）×4
4箇所 口 8

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(据付
工)

据付(1.0) Ф50mm 加算しない （0.823+0.836）×4
4箇所 m 6.6

不凍水栓取付け歩掛
(VP用)

50mm 地下式 加算しない 1×4
4箇所 箇所 4

ポリエチレン管切断工 50mm 加算しない （0.823+0.836）×4
4箇所 口 4

ねじ式弁筐設置 設置(1.0) Ｃ形 1号 1×4
4箇所 箇所 4

蓋又は調整ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
据付

調整ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸを使用しない 1×4
4箇所 箇所 4

：当初設計
：



船舶給水栓設置工
上段
下段

管路土工 №2

工　　種 規　　格 計　　算　　式 単位 数　　量
ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 ﾊﾞｯｸﾎｳ山0.28(平0.20)m3 排ｶﾞ

ｽ対型(第2次基準値)
土積計算書より

㎥ 9.0

発生土処理 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
4t

ﾊﾞｯｸﾎｳ山0.28(平0.20)m3 ＤＩ
Ｄ区間有り 17.0km以下 良　好
処分費を計上する 残土受入費 受
入場所：小平町花岡76番地 小平
町農業振興(有)

〃（変化率L=1.20）
㎥ 7.2

管路埋戻工(機械埋戻・
ﾊﾞｯｸﾎｳ)

埋戻し＋締固め ﾊﾞｯｸﾎｳ山
0.28(平0.20)m3 排ｶﾞｽ対型(第
2次基準値) 埋戻材を計上する
105m3 コンクリート再生砂

〃
㎥ 2.2

管路埋戻工(機械埋戻・
ﾊﾞｯｸﾎｳ)

埋戻し＋締固め ﾊﾞｯｸﾎｳ山
0.28(平0.20)m3 排ｶﾞｽ対型(第
2次基準値) 埋戻材を計上しない

〃
㎥ 3.0

発生土処理 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
4t

ﾊﾞｯｸﾎｳ山0.28(平0.20)m3 ＤＩ
Ｄ区間有り 0.5km以下 良　好
処分費を計上しない

〃
㎥ 3.0

管路埋戻工(機械埋戻・
ﾊﾞｯｸﾎｳ)

埋戻し＋締固め ﾊﾞｯｸﾎｳ山
0.28(平0.20)m3 排ｶﾞｽ対型(第
2次基準値) 埋戻材を計上する
105m3 砂質土・れき質土 ハラ
ダ工業(株)　(留萌市)

〃
㎥ 0.9

発生土処理 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
4t

ﾊﾞｯｸﾎｳ山0.28(平0.20)m3 ＤＩ
Ｄ区間有り 6.5km以下 良　好
処分費を計上しない

〃
㎥ 0.9

路盤工 1.8ｍ未満 上層路盤 70cm 層数
を自動判別 切込砕石 路盤用骨材
0～40mm

1.220×3.927×4
4箇所 ㎡ 19.2

舗装工(人力施工) 車道及び路肩 60mm 50mm＜
ｔ≦70mm 層数を自動判別 瀝青
安定処理路盤材 標準 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合
物の4t車割増を計上しない ｱｽﾌｧﾙ
ﾄ混合物の夜間割増を計上しない

1.220×3.927×4
4箇所 ㎡ 19.2

舗装工(人力施工) 車道及び路肩 50mm 層数を自動
判別 粗粒度及び密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混
合物 標準 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の4t車割
増を計上しない ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の
夜間割増を計上しない タック

1.220×3.927×4
4箇所 ㎡ 19.2

舗装工(人力施工) 車道及び路肩 40mm 層数を自動
判別 粗粒度及び密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混
合物 標準 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の4t車割
増を計上しない ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の
夜間割増を計上しない タック

1.220×3.927×4
4箇所 ㎡ 19.2

：当初設計
：



船舶給水栓設置工
上段
下段

仮設費 №3

工　　種 規　　格 計　　算　　式 単位 数　　量
開削水替　ポンプ運転
工

作業時排水 発動発電機 口径
50mm 0.4kW(標準)

2
日 2

開削水替　ポンプ据
付・撤去工

4
現場 4

軽量鋼矢板たて込み工
(両側分)

掘削深 2.0m以下 ﾊﾞｯｸﾎｳ山
0.28(平0.20)m3 排ｶﾞｽ対型(第
2次基準値)]

2.802×4
4箇所 m 11.2

軽量鋼矢板引抜工(両側
分)

掘削深 2.0m以下 ﾊﾞｯｸﾎｳ山
0.28(平0.20)m3 排ｶﾞｽ対型(第
2次基準値)

2.802×4
4箇所 m 11.2

支保材設置・撤去(軽量
金属製)

設置･撤去 1段(掘削深2.0m以下)
水圧式パイプサポート 腹起し材
賃料を計上する 切梁材賃料を計
上する 水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ賃料を計上する
ｱﾙﾐ腹起こし 70～80×115～

2.802×4
4箇所 m 11.2

：当初設計
：



軽量鋼矢板2型

軽量鋼矢板建込み・引抜き H=2.00m 11.21 = 11.21 11.2 ｍ

軽量鋼矢板2型

軽量鋼矢板建込み・引抜き H=2.50m = 0.00 0.0 ｍ

軽量鋼矢板2型 90 枚

軽量鋼矢板損料重量 H=2.00m 11.21 × 2 ÷ 0.250 = 90 2.7 t

H kg/m 枚

2.00 × 14.8 ÷ 1000 × 90 = 2.66

軽量鋼矢板2型 0 枚

軽量鋼矢板損料重量 H=2.50m 0.00 × 2 ÷ 0.250 = 0 0.0 t

H kg/m 枚

2.50 × 14.8 ÷ 1000 × 0 = 0.00

t 日

軽量鋼矢板賃料 2型 ( 2.66 + 0.00 )× 5 = 13.30 13.3 t･日

軽量鋼矢板整備費 2.66 + 0.00 = 2.66 2.7 t

土留工 数量計算書

名       称 規 格 寸 法 算          出          基          礎 数　量 単位 備    考



作　　　　業 数　量 単　位 日数1

A 軽量鋼矢板打込み 11.2 ｍ ÷ 50.0 0.3 ｍ/日

支保工設置 11.2 ｍ ÷ 166.7 0.1 ｍ/日

掘削工(0.28BH) 9 m3 ÷ 59.0 0.2 ｍ3/日

小　　　　　計 0.6

B メカニカル継手 Ф75mm以下 離脱防止継手を使用する 8 口 × 0.07 0.6 人/口 R6水道実務必携 P54

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)布設工 Ф50mm 加算しない 8 口 × 0.04 0.4 人/口 R6水道実務必携 P86

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(継手工) Ф50mm 加算しない 8 口 × 0.04 0.4 人/口 R6水道実務必携 P86

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(据付工) Ф50mm 加算しない 2 ｍ ÷ 56.0 0.1 ｍ/日

不凍水栓取付け歩掛(VP用) 50mm 地下式 4 箇所 × 0.16 0.7 人/箇所 R6水道実務必携 P193

小　　　　　計 2.2

C 軽量鋼矢板撤去 11.2 ｍ ÷ 111.1 0.2 ｍ/日

支保工撤去 11.2 ｍ ÷ 200 0.1 ｍ/日

埋戻工(0.28BH) 6 m3 ÷ 85 0.1 ｍ3/日

小　　　　　計 0.4

合　　　　　計 3.2

仮設材損料日数 3.2 × 1.5 = 4.8 ≒ 5 日

0.5人/100mより 200 R6水道実務必携 P51

85 R6水道実務必携 P164

0.9人/100ｍより 111.1 R6水道実務必携 P48

0.16人/箇所より 0.16

0.04人/口より 0.04

0.18人/10ｍより 56

0.6人/100mより 166.7 R6水道実務必携 P51

59 R6水道実務必携 P162

0.065人/口より 0.065

0.04人/口より 0.04

R6水道実務必携 P86

軽量鋼矢板土留工日数計算書（H=2.0ｍ）

計 算 式 算  出  基  礎 適　用

2.0人/100mより 50 R6水道実務必携 P48



船　舶　給　水　栓　撤　去　工
数　量　集　計　表



船舶給水栓撤去工
上段
下段

労力費 №１

工　　種 規　　格 計　　算　　式 単位 数　　量
鋳鉄管切断工(ｴﾝｼﾞﾝｶｯ
ﾀｰ使用)(撤去管)

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(FCD) Ф75mm ﾚ
ｼﾞﾉｲﾄﾞ砥石 参考損料を使用

2.0×4
2口　4箇所 口 8

鋳鉄管吊上げ積込み
（機械力)(撤去管)

Ф75mm以下 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4～
4.5t積2.9t吊(標準) 割増無し 加
算しない

2.0×4
4箇所 m 8.0

現場発生品及び支給品
積込み・荷卸し

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ2t級､
吊能力2.9t

2.0×（0.063㎏/4m）×4
4箇所 t 0.1

現場発生品及び支給品
運搬

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ2t級､
吊能力2.9t 有り 5.0km以下

2.0×（0.063㎏/4m）×4
4箇所 t 0.1

産業廃棄物処理料金
[中間処分場]

金属屑　ﾄﾀﾝ、ｱﾙﾐｻｯｼ、金属ﾊﾟｲ
ﾌﾟ類、金網、ﾜｲﾔｰ

2.0×（0.063㎏/4m）×4
4箇所 t 0.1

舗装版切断 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版 15cmを超え
30cm以下 全ての費用

（1.220+3.927）×2×4
4箇所 m 41.2

舗装版破砕 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版 無し 不要 15cmを
超え35cm以下 有り 全ての費用

1.220×3.927×4
4箇所 ㎡ 19.2

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊処
理 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t

ﾊﾞｯｸﾎｳ山0.28(平0.20)m3 ＤＩ
Ｄ区間有り 3.0km以下 良　好 ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ塊(鉄筋)(0.37) 処分費を計
上しない

（1.220×3.927×0.25）×4
4箇所 ㎥ 4.8

産業廃棄物処理料金
[中間処分場]

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、無筋ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ塊 （1.220×3.927×0.25×2.50t/㎥）×4

4箇所 t 12.0

産業廃棄物処理料金
[中間処分場]

汚泥(無機性)　含水率85％超(ﾍﾞﾝ
ﾄﾅｲﾄ・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ、推進、杭打、側
溝、ｶｯﾀｰ等)

0.023×82.4×0.15
4箇所 t 0.09

：当初設計
：



掘削断面図算出
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土量計算書
上段：
下段：

平　 均 平　 均 平　 均 平　 均 平　 均
断面積 断面積 断面積 断面積 断面積

（m） （m） （m） （m2）（m2）（m3） （m） （m） （m2）（m2）（m3） （m） （m） （m2）（m2）（m3） （m） （m） （m2）（m2）（m3） （m） （m） （m2）（m2）（m3）
As・Co控除

車道部 0.55 1.45 0.80 0.55 0.36 0.20 0.55 0.49 0.27 0.55 0.15 0.08

Ⅰ 11.21 0.55 1.45 0.80 0.80 9.0 0.55 0.36 0.20 0.20 2.2 0.55 0.49 0.27 0.27 3.0 0.55 0.15 0.08 0.08 0.9

9.0 2.2 3.0 0.9 0.0

-3.0

0.0 0.0 ロス率1.27

合　計 7.2 2.2 3.0 0.9 0.0 変化率1.20

控除（現地発生土流用分）

控除（既設路盤材流用分）

埋戻深断面積 土　 量埋戻幅
距離

管路掘削（残土）

船舶給水栓設置工

測点 土　 量 埋戻深

合　計

埋戻幅掘削幅 掘削深

管路埋戻（再生砂）

埋戻深断面積

当初設計

管路埋戻（現地発生土流用）

埋戻幅

管路埋戻（ズリ） 管路埋戻（既設路盤材流用）

埋戻深 断面積 備　考土　 量断面積 埋戻幅土　 量 断面積 土　 量



　  

令和7年度

船舶給水栓補修工事

（元町5丁目）

水替・日数算出計算書・工程表

留萌市地域振興部
港湾・再生可能エネルギー室



水替日数算出計算書



№１

工　　　種 作業単位時間 計　　　算　　　式 １位止 実　日　数

メカニカル継手 φ75
(1/0.065)口/日 8/（1/0.065）=0.52

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)布設
工

人力　φ50
(1/0.04)口/日 8/（1/0.04）=0.32

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(継手工) 人力　φ50
(1/0.04)口/日 8/（1/0.04）=0.32

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(据付工) 人力　φ50
(10/0.18)ｍ/日 6.6/（10/0.18）=0.12

不凍水栓取付け歩掛(VP
用)

人力　φ50
(1/0.16)口/日 4/（1/0.16）=0.64

ポリエチレン管切断工 φ50
(1/0.01)口/日 8/（1/0.01）=0.08

ねじ式弁筐設置
人力　下部

(1/0.02)箇所/日
4/(1/0.02)=0.08

小計 2

水　替　日　数　算　出　計　算　書

船舶給水栓設置工

人員配置～工事区間の起終点に１名ずつ計２名を車道部に配置すること。

2.1 2



№１

工　　　種 作業単位時間 計　　　算　　　式 １位止 実　日　数

舗装版破砕
舗装版厚15cm 超え

3.0km 以下
43 m3/日

19/43=0.44 0.4 0

ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込
BH0.28㎥

59㎥/日
9/59=0.15 0.2 0

軽量鋼矢板たて込工(両側
分)

BH0.28㎥

50ｍ/日
11.2/50=0.22

軽量鋼矢板引抜工(両側分)
BH0.28㎥

111.1ｍ/日
11.2/111.1=0.10

支保材設置・撤去(軽量金
属製)

（100/3.3）m/日 11.2/（100/3.3）=0.37

メカニカル継手 φ75
(1/0.065)口/日 8/（1/0.065）=0.52

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)布設
工

人力　φ50
(1/0.04)口/日 8/（1/0.04）=0.32

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(継手工)
人力　φ50

(1/0.04)口/日 8/（1/0.04）=0.32

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工(据付工)
人力　φ50

(10/0.18)ｍ/日 6.6/（10/0.18）=0.12

不凍水栓取付け歩掛(VP
用)

人力　φ50
(1/0.16)口/日 4/（1/0.16）=0.64

ポリエチレン管切断工 φ50
(1/0.01)口/日 8/（1/0.01）=0.08

ねじ式弁筐設置
人力　下部

(1/0.02)箇所/日
4/(1/0.02)=0.08

管路埋戻工(機械埋戻・ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ)

BH0.28㎥
85㎥/日 2/85=0.02

管路埋戻工(機械埋戻・ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ)

BH0.28㎥
85㎥/日 3/85=0.04

管路埋戻工(機械埋戻・ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ)

BH0.28㎥
85㎥/日 0.9/85=0.01

路盤工
1.80m未満

0.45日/100㎡・5層 19×(0.45/100)*5=0.43

舗装工(人力施工)
50mm＜ｔ≦70mm

230㎡/日 19/230=0.08

舗装工(人力施工)
t≦50

250㎡/日 19/250=0.08

舗装工(人力施工)
t≦50

250㎡/日 19/250=0.08

小計 4

0.7 1

0.1 0

2.1 2

0.7 1

日　数　算　出　計　算　書

船舶給水栓設置工

人員配置～工事区間の起終点に１名ずつ計２名を車道部に配置すること。



№２

工　　　種 作業単位時間 計　　　算　　　式 １位止 実　日　数

鋳鉄管切断工(ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使
用)(撤去管)

機械　φ75
(1/0.015)口/日 8/（1/0.015）=0.12

鋳鉄管吊上げ積込み（機
械力)(撤去管)

機械　φ75
(10/0.078)m/日 8/（10/0.078）=0.06

小計 0

0.2 0

人員配置～工事区間の起終点に１名ずつ計２名を車道部に配置すること。

日　数　算　出　計　算　書

船舶給水栓撤去工



工　程　表



工  程  表
令和7年度施行　船舶給水栓補修工事 №2

月　日
工　種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1

1

0

0

※　土・日・祝日・年末年始を考慮。

交通誘導警備員A

交通誘導警備員Ｂ

取壊し工

共通仮設工

水替日数

交通誘導警備員日数

通　水　作　業　他
（発注者側作業）

路盤工・舗装工

船舶給水管布設工

船舶給水管撤去工

土　工

8　月 ９　月 10　月 11　月

9

・工期の設定根拠　各建設管理部発注工事における週休2日を踏まえた適切な工期設定について（Ｈ29年10月　3日）
※工事規模や地域の状況等に応じて、適宜設定することは構わないこととする。

①　準備期間＋後片付け期間⇒30+20=50日　　②　標準工期算定日数（道路改良工事　参考）⇒108日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.2*Ｘ
0.2637

　　Ｘ：直接工事費
＝ 人日

＝ 人日

月 4 日 から 令和令和 7 年 日7 年 11 月 28

準備期間30日 後片付け期間20日 他工区調整4日

2

2

土工・土留工
入札予定日


